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ごあいさつ 

 

日頃は、大井川鐵道をご利用いただきましてありがとうございます。 

 当社は、公共交通機関の使命である輸送の安全の確保を第一に考え、その社会的責

任を果たすべく今年度も役職員が一丸となり取り組んでまいりました。 

 

また、安全で安定した鉄道輸送をお客様にご提供できるよう、役職員の安全意識・技

術力の向上を図ると共に、各関係機関のご理解とご支援をいただき施設の改良や整備

に努めてまいりました。 

 

本年は「きかんしゃトーマス」の運行により大勢のお客様がお越しになり、当地の美

しさや良さを知って頂く機会を得ることができました。 

一方、当社を取り巻く社会環境は、沿線地域の人口減少と少子高齢化が進む中でます

ます厳しさを増しており、公共交通としてのあるべき姿が問われる時期を迎えていま

す。 

 

今後とも安心してご利用いただける鉄道であることを目指すことはもちろん、皆様に

愛される観光鉄道として今後もお役に立てるよう、地域との連携に一層努めてまいり

ます。 

 

 本報告書は、鉄道事業法に基づき平成２５年度における輸送の安全を確保するため

の当社の取り組みにつきまして、広く皆様にご理解をいただくために作成いたしまし

た。 

 ご一読いただき、皆様のご意見やご感想をいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

大 井 川 鐵 道 株 式 会 社 

代表取締役社長 伊
伊伊
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１
１１
１ 
  
 基本方針
基本方針基本方針
基本方針 

  
 

 
  
 

  当社は、安全第一の意識をもって輸送の安全を確保するための管理の方針その他

事業活動に関する基本的な方針を定め、安全の確保に関する業務の実施状況等を踏

まえ、必要に応じ見直します。 

なお、次のように｢行動規範｣を掲げ、社長以下従業員全員に周知・徹底しており

ます。 

 

（1）一致協力して輸送の安全の確保に努めます。 

（2）輸送の安全に関する法令および関連する規程をよく理解するとともに、これ

を遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。 

（3）常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

（4）職務の実施に当たり推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安

全と思われる取扱いをします。 

（5）事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安

全適切な処置をとります。 

（6）情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 

（7）常に問題意識を持ち、必要な変革に努めます。 

 

２
２２
２ 
  
 安全目標
安全目標安全目標
安全目標 

  
 

   「鉄道運転事故ゼロ」の継続
「鉄道運転事故ゼロ」の継続「鉄道運転事故ゼロ」の継続
「鉄道運転事故ゼロ」の継続  

    
   

  
 

 

 

 

 

 

 

  安全性向上及び安全目標を達成するため、安全管理規程に基づいて策定した平成

２５年度安全重点施策の実施結果は以下の通りです。 

 

１
１１
１ 
  
 経営管理部門
経営管理部門経営管理部門
経営管理部門 

  
 

 

    (１) 設備投資計画の実施(地域公共交通確保維持改善事業) 

 

設備投資における工事については無事故で実施することができました。

平成２６年度も計画に沿って実施します。 
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    (２) 年２回の幹部による職場巡視の実施 

 

        交通安全運動時や年末年始安全総点検期間中に実施しています。今

後も引き続き実施します。 

 

    (３) ヒヤリハット報告の環境づくり 

 

        鉄道管理会議の中で職場長への聴き取り調査を実施し、その内容も

含めてヒヤリハット報告書を整理し、安全衛生委員会の中で再度その

内容を確認し再発防止策等報告内容に対する回答内容の検討会を設け

ることにしました。引き続き報告の体制づくりと、すみやかな職場へ

の回答及び周知を実施します。 

 

２
２２
２ 
  
 乗務区
乗務区乗務区
乗務区(

((
(本線・井川線
本線・井川線本線・井川線
本線・井川線)

))
) 
  
 

 

    （１）ＳＬ列車停車駅での連結状態（連結器）確認の完全実施 

 

        ＳＬ列車の途中停車駅で到着後発車までの間、連結器及び錠浮上防

止装置の状態について、複数人数による確認の励行に努めました。 

        また、車両納庫時は、走行時における錠上げ浮上りの形跡の有無や

錠浮上防止装置の変形等の有無について確認の実施に努めました。。 

 

    （２）連結及び解放時の指差確認喚呼の完全実施 

 

        列車組成時において、指差確認喚呼による連結状態（連結器・錠上

げ）及びカプラーの状態確認を実施しました。引き続き確実な点検実

施に努めます。 

 

３
３３
３ 
  
 管理駅
管理駅管理駅
管理駅(

((
(本線・井川線
本線・井川線本線・井川線
本線・井川線)

))
) 
  
 

 

    (１)  ホーム内の旅客安全確認の完全実施 

 

         列車到着時における構内放送の実施、出札時における旅客への注意

喚起、ホーム内見回り点検の実施に努めました。また、ホーム混雑時

における団体旅客の入場制限や構内放送等の実施を強化し、接触事故

防止に努めました。 

 

    (２) 連結時における連結状態確認の完全実施 

 

          指差確認喚呼による車両連結状態の確認及び錠浮上防止装置の状

態確認の徹底に努めました。 
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    （３）適切な旅客案内の励行 

 

         旅客安全確保のための注意喚起、お客様の旅行計画に沿った列車

時刻の案内、観光地の紹介に努めました。 

           

    （４）旅客の安全な誘導案内の完全実施 

 

         昨年に引続き、列車の組成や両数に合わせた客車乗降口の案内と、

接触防止対策を実施しました。 

         バス利用のお客様に対して、スムーズな乗り換え案内に努めまし

た。 

         今後も引き続きホーム混雑時に入場口の変更や構内放送等を行な

い接触防止に努めます。 

 

４
４４
４ 
  
 運転指令
運転指令運転指令
運転指令(

((
(本線・井川線
本線・井川線本線・井川線
本線・井川線)

))
) 
  
 

 

    (１) 異常気象・輸送障害時等における状況把握と適切な運行指示及び関係

部署への運行状況の連絡徹底 

 

         輸送障害発生時における敏速な状況把握と復旧手配に努めました。 

        また、異常気象時、輸送障害発生時等におけるホームページや同報

無線等を利用したお客さまへの情報提供に努めました。 

 

５
５５
５ 
  
 車両区
車両区車両区
車両区(

((
(本線・井川線
本線・井川線本線・井川線
本線・井川線)

))
) 
  
 

 

(１) 車両故障の低減 

 

         平成２５年度の車両故障件数は本線は２８件、井川線は１０件で

本線は前年度と比べ１件減で、井川線は１０件で前年度と同様でし

た。 

         今後も車両検査方について基本を常に確認し、車両各部の動作不

具合による車両故障の更なる低減に努めます。 

 

６
６６
６ 
  
 電気区及び通信班（本線・井川線）
電気区及び通信班（本線・井川線）電気区及び通信班（本線・井川線）
電気区及び通信班（本線・井川線） 

  
 

 

    (１) 輸送障害、ヒューマンエラー「ゼロ」 

 

         平成２５年度の電気施設の故障件数は、本線は６件（内、輸送障

害は２件）で前年度と同様でした。ヒューマンエラーによる故障発

生は０件でした。 

         今後も引き続き輸送障害、ヒューマンエラー「ゼロ」に努めます。 
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    （２） 施設故障の低減 

 

                 平成２５年度の井川線における電気施設の故障件数は、０件（輸

送障害も０件）でした。 

         今後も引き続き施設故障０件に努めます。 

 

７
７７
７ 
  
 保線区
保線区保線区
保線区(

((
(本線・井川線
本線・井川線本線・井川線
本線・井川線)

))
) 
  
 

 

    (１) 線路巡視、未処置箇所の低減 

 

         平成２５年度の本線における落石(崩土含む)や倒木発生件数は、

２０件（内、輸送障害は３件）で前年度と比べ４件減（輸送障害は

１件減）でした。 

         また、未処置箇所低減のため、線路巡視後の速やかな対応に努め

ました。 

 

    (２) 落石等危険箇所の点検強化 

 

         平成２５年度の井川線における落石(崩土含む)や倒木発生件数は、

１０件（内、輸送障害は８件）で前年度と同様、（輸送障害は１件減）

でした。 

         今後も引き続き落石等危険箇所の点検強化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

１
１１
１ 
  
 鉄道運転事故
鉄道運転事故鉄道運転事故
鉄道運転事故 

  
 

 
  
 

   平成２５年度は、鉄道運転事故が１件発生しました。  

  なお、過去3年間の鉄道運転事故の発生件数と死傷者数の推移は次のとおりです。 

 

年   度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

事故件数 0 0 0 

死 傷 者 0 0 0 

内死亡者 0 0 0 
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２
２２
２ 
  
 災害
災害災害
災害（土砂崩落）

（土砂崩落）（土砂崩落）
（土砂崩落） 

  
 

 

  平成２５年度は大規模な土砂崩落はありませんでした。しかし、台風や大雨の影

響で落石等が発生し、これにより列車に運休や遅れが発生し、利用者の皆様に大変

ご迷惑をおかけいたしました。 

  

 

３
３３
３ 
  
 輸送障害（３０分以上の遅延や運休）
輸送障害（３０分以上の遅延や運休）輸送障害（３０分以上の遅延や運休）
輸送障害（３０分以上の遅延や運休） 

  
 

 
  
 

   平成２５年度は、設備故障が２件、倒木等自然災害が１１件、車両故障が８件、

合計２１件の輸送障害が発生しました。 

   今後とも設備、車両の点検強化・線路巡視の強化・法面の点検および計画的な 

  危険木の除去を行ない、安全運行に努めてまいります。 

 

４
４４
４ 
  
 インシデ
インシデインシデ
インシデント（事故の兆候）

ント（事故の兆候）ント（事故の兆候）
ント（事故の兆候） 

  
 

 

   平成２５年度において、中部運輸局（国土交通省）へのインシデントの発生報

告はありません。 

今後も引き続き事故の防止に努めてまいります。 

 

 

 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

輸送の安全確保のために、下記の安全対策を行ないました。 

 
  
 

１
１１
１ 
  
 整備事業等の実施
整備事業等の実施整備事業等の実施
整備事業等の実施 

  
 

 
  
 

  （大井川本線）  

・連動装置更新工事（家山駅） 

・重軌条交換工事（Ｌ＝１２０２ｍ） 

・橋梁の樹脂注入マクラギ化（１７３本） 

・軌道道床硬質化（道床の砕石交換） 

   ・高熊トンネル補修工事 
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  （井川線） 

   ・軌条交換   （Ｌ＝４２０ｍ） 

   ・マクラギ更換  （１７７２本） 

   ・総搗き固め   （６５１４ｍ） 

   ・軌間整正    （６１４５ｍ） 

   

 

２
２２
２ 
  
 経営幹部による職場巡視
経営幹部による職場巡視経営幹部による職場巡視
経営幹部による職場巡視 

  
 

 
  
 

   年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施期

間中に、会社幹部による各職場の巡視を行ない、

安全輸送に関する訓示を行なうとともに、職員へ

の安全意識の高揚に努めました。 

 

３
３３
３ 
  
 鉄道管理会議の実施
鉄道管理会議の実施鉄道管理会議の実施
鉄道管理会議の実施 

  
 

 
  
 

   毎月１回、運輸部門（各現場長を含む）・営業部

門合同による作業計画、営業計画の確認を行ない、

相互の連携を図っています。 

   特に繁忙期の前、イベント等の計画時には輸送の

安全に留意し、綿密に打合せを行っております。 

 

４
４４
４ 
  
 安全教育
安全教育安全教育
安全教育 

  
 

 
  
 

・ 平成２５年９月９日に突発的地震が発生したこ

とを想定し、情報伝達訓練及び自主防災訓練を

行ないました。 

 

    ・ 平成２５年１２月１０日に鉄道部門の職場を対 

象に合同で教育を行ないました。 

    軌条面から車両の床下機器までの高さを実際に 

測定し、落石等を床下に巻き込んだ際の床下機 

器への影響を学びました。 

 

・ １年間を通してその他の職場においても、事故

事例や災害事例をもとにその時期に適った教育

訓練等を実施しました。 

   今後も継続して「教育及び訓練計画」に従って

各種教育並びに訓練を行ない、安全管理体制の

強化に努めます。 
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５
５５
５ 
  
 訓
訓訓
訓 
  
 練
練練
練 
  
 

 
  
 

   
      
   平成２５年１２月１０日に鉄道部門の職場を対 

象に、入換訓練を行ないました。 

   合図の出し方やポイント先端軌条の確認方、進 

路確認方等の基本動作の確認、指導を行ないました。 

 

６
６６
６ 
  
 安全のための投資
安全のための投資安全のための投資
安全のための投資 

  
 

 
  
 

   平成２５年度の施設・車両などへの安全関連設備

投資額は１３１,０９４千円でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１８年１０月に安全管理規程を制定し、社長をトップとする安全管理組織を構

築・運用しています。この組織の中で各管理者それぞれの責務を明確にし、安全確保

のための役割を担っています。 

 

役  職 役        割 

社 長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

取締役鉄道部長 

（安全統括管理者） 

輸送の安全の確保に関する業務を統括管理する。 

運輸課長 

（運転管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。 

新金谷乗務区長および 

両国乗務区長 

（乗務員指導管理者） 

運転管理者の指揮の下、所属する乗務員の資質の保持に関する事項を

管理する。 

施設課長  

（施設管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、土木施設および電気施設に関する事項を

統括する。 

車両課長 

（車両管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。 

６
６６
６.

..
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当当
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社社
社 
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のの
の 
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全 
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 体
体体
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社 長

【安全統括管理者】

取締役鉄道部長

管理部長

鉄道部長
南アルプスアプトセンター長

【
運転管理者】

運輸課長

【車両管理者】

車両課長

【施設管理者】

施設課長

新

金

谷

管

理

駅

長

(

運

転

指

令

)

千

頭

管

理

駅

長

【

乗

務

員

指

導

管

理

者

】

新

金

谷

乗

務

区

長

新

金

谷

車

両

区

長

新

金

谷

保

線

区

長

奥

泉

管

理

駅

長

井

川

線

運

転

指

令

【

乗

務

員

指

導

管

理

者

】

両

国

乗

務

区

長

施設担当
車両担当

運転士

両

国

車

両

区

長

両

国

保

線

区

長

両

国

保

線

区

通

信

班

長

運転士

新

金

谷

電

気

区

長

運輸担当

(平成26年9月現在)

 

 

 

 

 

 
  
 

１
１１
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 踏切事故防止について
踏切事故防止について踏切事故防止について
踏切事故防止について 

  
 

 
  
 

   平成２５年９月３０日に交通安全運動の一環とし

て、踏切を通行するドライバ－や歩行者に対し、安

全確認の協力を呼びかけ安全啓発グッズの配布を行

ないました。 

   また、新金谷駅及び金谷駅においても鉄道利用の

お客様に対して、同様に踏切の安全について注意を

呼びかけました。 
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踏切では一旦停止して左右の安全を確かめてくだ

さい。また、警報機が鳴ったら踏切内に進入しな

いでください。 

万が一車が踏切内に閉じ込められた時は、車で

遮断竿を押して脱出してください。                                    

踏切およびその付近で異常を発見した場合、お

手数ですが警報機に取付けてあります緊急連絡先

（大井川鐵道鉄道部 TEL0547-45-4113）まで、ご連

絡下さいますようお願いいたします。 

 

 
  
 

 
  
 

２
２２
２ 
  
 夜間作業のお願いについて
夜間作業のお願いについて夜間作業のお願いについて
夜間作業のお願いについて 

  
 

 
  
 

鉄道工事は、安全を確保するために夜間作業と 

なることがあります。沿線の皆様にはご迷惑をお 

かけすることもございますが、可能な限り静かに 

短期間に行うよう努めてまいります。何卒ご理解 

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全報告書へのご感想、当社の安全への取組みに対するご意見をお寄せ下さい。 
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絡絡
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〒４２８－８５０３ 

静岡県島田市金谷東２丁目１１１２の２ 

大井川鐵道（株）鉄道部 

ＴＥＬ０５４７－４５－４１１3   ＦＡＸ０５４７－４５－４１１５ 

Ｅ－mail  unyu@oigawa-railway.co.jp 

月～金 9：00～17：00 （年末年始を除く） 
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～黒部峡谷の歴史～ 
秘境・黒部峡谷の素顔 
 黒部峡谷は、日本アルプス（北アルプス）ほぼ中央の鷲羽岳に源を発し、長さ 86km、標

高差 3,000m を流れ下る黒部川の上・中流地域に、切り立った深い V 字峡を形成する大峡

谷です。昭和 9 年（1934 年）12 月、中部山岳国立公園に指定されました。峡谷は、立山・

剣岳・薬師岳などの立山連峰と白馬岳・五竜岳・鹿島槍ヶ岳などの後ろ立山連峰の間に、

黒部川の侵食によって深く刻まれ、八千八谷といわれる多くの渓流を合わせながら、黒部

川扇状地を経て日本海に注ぎます。 
 黒部峡谷流域の平均傾斜は 36 度と非常に勾配が強く、30 度～45 度の部分が全体の 70％
にも及びます。また流域が豪雪地帯に位置するため四季を通じて黒部川の水量が多く、ま

た河川勾配が平均 1/40 と急で、流れも速いのが特徴です。また黒部川は、水のきれいな川

としても知られており、黒部川扇状地扇端部の湧水地帯は、環境省認定の名水 100 選にも

選ばれています。 

かつての黒部峡谷 
 天正 11 年（1583 年）、越中領主佐々成政が遠江国（浜松）の徳川家康に同盟を求めに赴

く途中、多くの犠牲を払いながら厳冬季の黒部峡谷を横断した、いわゆる「さらさら越え」

はよく知られています。 
 また徳川時代には、加賀藩によって任命された「奥山廻り役」という山林監視役だけが、

「山の様子、口外無用のこと」という厳しい掟のもとで入山が許される「藩領防備政策」

が行われました。 
 黒部峡谷は地形が急峻で雪崩も多く入山が容易でないことから、その歴史を伝える資料

が少なく、一般の人にとっては「魔の山」とされ、永い間厚いベールに包まれていました。 

電源開発のはじまり 
 やがて時代は明治に移り、冠松次郎らの探検によって黒部峡谷の姿が徐々に知られるよ

うになります。そこで、ほかに類を見ない黒部川の豊富な水量や急流が、水力発電に適し

ていることが注目され、大正時代の初め頃から電源開発を目的とした踏査が度々行われる

ようになります。 
 しかし黒部峡谷の両岸は、峻立した岩壁の連続でわずかな歩道があるのみ、とても電源

開発の工事が出来る状況ではありません。そこで考え出されたのが「黒部軌道」でした。

現在は、トロッコ電車の愛称で親しまれている鉄道ですが、その生い立ちは電源開発のた

めの工事用資材の運搬に敷設されたものです。 
 大正 12 年（1923 年）9 月、まず宇奈月～猫又間の工事に着手。大正 15 年に難工事の末、
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開通したのを皮切りに、昭和 5 年には小屋平まで、同 6 年には小黒部までと次々に伸長。

昭和 12 年（1937 年）7 月、欅平まで総延長 20.1km の黒部軌道が完成しました。 
 一方、発電所建設工事も大正 13 年（1924 年）9 月に着手。こちらも大洪水や大雪崩など

に見舞われる難工事となりましたが、昭和 2 年（1927 年）11 月、柳河原発電所が運転を開

始、調査開始から数えて 10 年後のことでした。 
 軌道の延長に伴い、発電所建設も進んでいきます。昭和 11 年（1936 年）10 月には黒部

川第二発電所が運転を開始、同年 8 月には黒部川第三発電所の建設工事が着手されました。 

その後のあゆみ 
 欅平からダム地点の仙人谷までの約 6km は、河床がさらに急勾配な上、両岸に絶壁が立

ちはだかっているため、軌道を延長する事が出来ず、そのため山中にトンネルを掘り、高

さ 200m のエレベーターを設置。そのエレベーターで地中を垂直に上昇した所から、改め

てトンネルを掘り進むという方法がとられました。ところがトンネルの途中に、岩盤温度

が 160℃にも達する高熱地帯があり、難工事のすえ、昭和 14 年（1939 年）に貫通しまし

た。黒部川第三発電所は多くの困難を克服し、昭和 15 年（1940 年）11 月に運転開始とな

りました。その後も電源開発の歩みは続き、やがて「世紀の大工事」と賞賛された黒部川

第四発電所（クロヨン）の建設へとつながっていくのです。 

 そして黒部峡谷鉄道へ 
 黒部軌道は、電力会社の専用鉄道として、建設用の資材や作業員の輸送が主な役割でし

た。時には、便乗のお客様に「生命の保障をいたしません」とキップの裏に書き、これを

了承の上でご乗車いただいた事もありました。 
 その後、峡谷の自然を求めるお客様の増加と地元の方々の強い要請から、昭和 28 年（1953
年）11 月に地方鉄道法による営業の免許を受け（関西電力㈱黒部鉄道）、さらに昭和 46 年

（1971 年）5 月関西電力㈱から独立し、黒部峡谷鉄道として現在に至っております。 
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黒部峡谷鉄道の紹介 
こんにちは 
はじめに黒部峡谷についてですが 
黒部峡谷は、長さ８６キロ、標高差３０００メートルにわたって日本海に流

れ込む黒部川によって形成された日本一深いＶ字型大峡谷です。この大峡谷沿

いを縫うように走るのが黒部峡谷鉄道です。 
 
次にこの鉄道の歴史についてですが、１９２３年(大正 12 年)から黒部川の電

源開発のために造られ１９３７年(昭和12年)に終点欅平まで14年の歳月をかけ

完成した鉄道で、ダムや発電所建設用の資材や作業員の輸送を行ってきました。

その後、黒部峡谷の大自然を求めるお客様が増加したため１９５３年(昭和 28
年)に旅客輸送の免許を受けて営業を開始しました。当初は電力会社が運営して

おりましたが、１９７１年(昭和 46 年)に黒部峡谷鉄道㈱として発足したもので

す。 
 
次に黒部峡谷鉄道についてですが、富山県最大の宇奈月温泉を起点とし、終

点欅平までの約２０キロを走る鉄道です。 
列車の平均速度は約１６キロ、終点欅平までの所要時間は片道約１時間２０

分です。線路幅は、７６２ミリで新幹線の約半分というミニ鉄道で「トロッコ

電車」の愛称で親しまれています。 
営業期間は、毎年４月２０日から１１月３０日までとなっております。 
列車は１３両編成で最大定員は時間によって異なりますが３５０名～４５０

名でピーク時は、一日１９本の列車が運行されます。 
国内では、立山黒部アルペンルートと並んで山岳観光の中心地となっており 

毎年８０万人の観光されるお客様が訪れます。 
 
最後に黒部峡谷の自然についてですが、四季折々の美しさがあります。春は、

沿線の所々に見ることができる残雪と新緑が美しいことです。夏は、トンネル

内の冷気、黒部川の清流が涼を求めてくる多くの人たちの心を癒やしてくれま

す。秋は、１０月中旬頃からナラ、ブナ、カエデ等が色づき始め１１月中旬ま

で全山紅葉の黒部峡谷を楽しむことが出来ます。 
 
是非とも皆様方のお越しをお待ち申し上げ、ご紹介させて頂きました。 

ありがとうございました。 
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●宇奈月駅（一般乗降可能駅） 
距離：0.0km 
標高：224m 
乗換：富山地方鉄道本線 宇奈月温泉駅 
トロッコ電車の始発駅 
 
●柳橋駅（一般乗降不可駅） 
距離：2.1km 
標高：266m 
駅前には、西洋城郭風の新柳河原発電所がある。 
 昔、この付近の渓流に、柳のような華奢な橋がかかっていたので、柳橋と呼ばれるよう

になった。 
 
●森石駅（一般乗降不可駅） 
距離：5.1km 
標高：309m 
 昔、加賀藩は領外からの越境者や木材の盗伐を取り締るため、黒部奥山廻役という役人

に巡視をさせていた。 
そのころ民有地と加賀藩の直轄地との境界に大きな石があったため、「森の中の石」から、

「森石」と名付けられた。 
 
●黒薙駅（一般乗降可能駅） 
距離：6.5km 
標高：326ｍ 

専用鉄道時代の駅名は「後曳（あとびき）」 
昔、ここを通って山に入った人は、あまりの谷の深さに思わず後ずさりしたと言われた

ところから命名された。 
駅から６００メートル上流まで 20 分ほど歩くと、宇奈月温泉の元湯・黒薙温泉がある。 
昔、このあたりできこりや猟師たちが、自給自足のために「黒く焼かれた薙畑」を作っ

たことから「黒薙（くろなぎ）」と命名された。 
 薙畑は、中部地方に伝わる古くからの農法で、山の急傾斜地から草や樹木を薙倒して焼

き、焼畑にするものです。 
 
●笹平駅（一般乗降不可駅） 
距離：7.0km 
標高：327m 

このあたり、昔は笹やススキが生えているだけの物寂しい野原だったことから、「笹平」
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と名付けられた。 
 
●出平駅（一般乗降不可駅） 
距離：9.1km 
標高：370ｍ 
駅前には「出し平ダム」がある。 
黒部の奥山には珍しく、黒部川の本流に険しい岸壁ではなく平地が突き出しているので、

「出平（だしだいら）」と名付けられた。 
 
●猫又駅（一般乗降不可駅） 
距離：11.8km 
標高：358m 
駅前には黒部川第二発電所がある。 
猫又駅を出発し、次の小さなトンネルを出たら左前方、発電所の右奥に「ネズミ返しの

岸壁」が見える。 
 猫に追われたネズミがどうしても岸壁を登れずに引き返したことから「猫又（ねこまた）」

と名付けられた。 
 さらに追ってきた「猫もまた・・猫も又」同じように引き返したためこの付近は、「猫又」

と呼ばれている。 
 
●鐘釣駅（一般乗降可能駅） 
距離：14.4km 
標高：444m 
河原に湧き出る温泉で知られている。 
ここ鐘釣は、お寺の釣り鐘を伏せた形をした山が近くにあることからつけられた。付近に

は別名「夫婦岩（めおといわ）」とも呼ばれる西鐘釣山がある。 
 
●小屋平駅（一般乗降不可駅） 
距離：17.5km 
標高：532m 
奥山に出入りする人たちの小屋があったことから、この名がついたと言われている。 
 
●欅平駅（一般乗降可能駅） 
距離：20.1km 
標高：599m 
トロッコ電車の終着駅 
昔ケヤキの大木が生い茂っていたことからつけられた。 
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